
実施日時：令和７年１月９日（木）
対象・内容：第２学年〈国語・社会・数学・理科・英語、各教科アンケート） 実施校数：２校（府内４６９校）
※社会はA問題、理科はB問題を選択 実施生徒数：２７１人（府内５６，４２８人）

１．度数分布及び教科別結果概要（平均点）

平均点 無回答率 平均点 無回答率

島本町 70.4 6.9 島本町 54.4 5.0
大阪府 65.5 9.3 大阪府 47.2 7.4

良好 良好

ができる 課題

課題

きる

平均点 無回答率 平均点 無回答率

島本町 52.9 4.7 島本町 66.7 6.5
大阪府 49.5 5.2 大阪府 57.1 8.9

良好 良好

課題

ることができる

平均点 無回答率

島本町 57.0 7.8
大阪府 50.7 9.5

良好

ている

課題

関連付けて理解している

内容の要点を適切に把握することができる
ある会話文を読み、内容の概要を捉えて、

・自己紹介のまとまった話を聞き、話の概
要を捉えて、内容の要点を適切に把握す

・日常的な話題についての図とまとまりの
ある会話文を読み、話の概要を捉えて、内
容の要点を適切に把握することができる
・日常的な話題についての表とまとまりの
ある会話文を読み、話の概要を捉えて、内
容の要点を適切に把握することができる

・産業の空洞化について理解している
・小笠原諸島について理解している

・消化酵素のはたらきを理解している

学変化が起こったか、考えることができる

得られる結果を理解している
・葉の表皮にある気孔の数と蒸散について
理解している

・証明の根拠として用いられている三角形

・蔵屋敷について理解している

・２直線の交点の座標は、連立二元一次

課題

の合同条件や合同な図形の性質を理解し

・一次関数のグラフの特徴について、表と

捉えることができる
・問題場面における考察の対象を明確に

方程式の解であることを理解している

る

（令和７年３月７日作成）

令和６年度大阪府中学生チャレンジテスト　中学２年生　結果概要
教育推進課

・資料を用いて自分の考えがわかりやすく
・加熱により生じた物質から、どのような化

・（古典）場面の展開や登場人物の描写に

・塩化コバルト紙を用いた水の検出方法と

・日常的な話題についての表とまとまりの
・徳川家光について理解している

伝わるように表現を工夫することができる

注意して読み、内容の理解に役立てること

・手紙の後付けについて理解することがで

・行書の書き方を理解している
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英語

＜結果概要＞

国語：問題形式では、すべての分類・区分で大阪府平均を上回る結果となったが、知識及び技能の観点における、「言葉の特徴や使い

方に関する事項」で大阪府平均との開きが小さくなった。

社会（本町はＡ問題）：問題形式では、すべての分類・区分で大阪府平均を上回る結果となったが、地理的分野と歴史的分野を比較する

と、地理的分野で大阪府平均との開きが小さくなった。

数学：問題形式では、すべての分類・区分で大阪府平均を上回る結果となったが、図形の分野からの出題において、大阪府平均との開

きが小さくなった。

理科（本町はＢ問題）：問題形式では、すべての分類・区分で大阪府平均を上回る結果となったが、知識及び技能の観点からの出題では

大阪府平均との開きが小さくなった。

英語：問題形式では、すべての分類・区分で大阪府平均を上回る結果となったが、「聞くこと」の観点からの出題において、大阪府平均と

の開きが小さくなった。



２．アンケート（抜粋）

（３）授業中、思考ツールを使うなどして、自分の考えを整理したりまとめたりする場面がある。

国語 社会 数学 理科 英語

Ｒ５
(１年）

1.092 1.099 1.066 貴教育委員会

Ｒ６
(２年）

1.075 1.069 1.124 1.153 1.104

（４）授業中、PC・タブレットを使って、学級の友だちと意見を交換する場面はどれくらいありますか。

貴教育委員会

※R５同集団

４．教科アンケート　類似質問への肯定的回答状況　質問事項　経年比較

①授業中、思考ツールを使うなどして、自分の考えを整理したりまとめたりする場面がある。

（５）家で、自分の苦手なところ、必要なところを考えて勉強している。
②家で、自分の苦手なところ、必要なところを考えて勉強している。 貴教育委員会

③あなたの学級は、違った考えや意見を受け入れる雰囲気がある。

① ② ③ ※R５同集団

Ｒ５
(１年）

74.9 78.2 91.1

Ｒ６
(２年）

80.0 75.2 92.6

貴教育委員会

（６）あなたの学級は、違った考えや意見を受け入れる雰囲気がある。

※R５同集団

３．教科別の２か年の推移（１年次は国・数・英のみ）
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＜アンケート結果について＞
○昨年度課題として挙げた（４）については、使う頻度が「ほぼ毎日」及び「週３回以上」と回答した生徒の割
合が、大阪府平均を１６．１ポイント上回った。また、昨年度の同集団の結果と比較すると２９ポイント上回っ
た。ＩＣＴ機器を効果的に活用する場面が、各中学校において適切に設定されていることと、（３）の結果から
もうかがえるように、思考を深化させるツールとして運用されていることがうかがえる。今後もＩＣＴ機器の効
果的な使用場面を研究していきながら、生徒が適切な媒体を用いて自己の意見を表出できるような取組を
目指していく必要がある。

●一方で、（５）については大阪府平均と比較すると肯定的回答の割合は１３．１ポイント高いものの、昨年
度の同集団と比較すると肯定的回答の割合が３ポイント低下している。今回の教科別結果からも、知識及
び技能の定着を問う設問（手紙の適切な後付けを選ぶ、小笠原諸島が属する都道府県を選ぶ等）で正答
率が大阪府平均を下回る結果となっていた。生徒が自らの状態を客観視し、自らの学習に何が足りないか
気づくことのできるよう、個別最適な学びの実現を目指し、各中学校が取り組む必要がある。

75.2 

62.1 

78.2 

24.8 

37.3 

21.8 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

島本町

大阪府

※R５同集団

肯定的回答

否定的回答

その他・無回

答

92.6 

83.1 

91.1 

6.7 

16.0 

8.8 

0.7 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

島本町

大阪府

※R５同集団

肯定的回答

否定的回答

その他・無回

答

1.02

1.04

1.06

1.08

1.10

1.12

1.14

1.16

国語 社会 数学 理科 英語

経年比較（対大阪府比）

Ｒ５

(１年）

Ｒ６

(２年）

0

20

40

60

80

100

① ② ③

肯定的な回答

Ｒ５

(１年）

Ｒ６

(２年）


